
ミサイル艇「うみたか」艦艇広報

報
を
実
施
し
た
。

人
に
上
り
、
雨
模
様
で
肌
寒
い
生
憎
の
天
気
で
あ
っ
た
が
、
終
日

両
日
と
も
募
集
対
象
者
や
そ
の
家
族
、
自
治
体
職
員
な
ど
に
向

艇
「
う
み
た
か
」（
艇
長　

３
海
佐　

西
川
威
一
郎
）
の
艦
艇
広

速
力
４
４
ノ
ッ
ト
（
約
８
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
）
を
誇
る
高
い
機
動
性
や

る
の
は
２
年
ぶ
り
で
あ
る
。

飛
行
機
が
侵
入
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
た
主
砲
操
法
展
示
で

「
柏
崎
上
空
の
安
全
が
守
ら
れ
ま
し
た
。」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

向
へ
素
早
く
向
き
を
変
え
る
主
砲
の
動
き
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ

（
土
）・
６
月
１
日
（
日
）
の
両
日
、
柏
崎
港
に
お
い
て
ミ
サ
イ
ル

即
応
性
及
び
打
撃
力
に
優
れ
た
小
型
高
速
艇
で
、
新
潟
に
寄
港
す

海
上
自
衛
隊
第
２
ミ
サ
イ
ル
艇
隊
所
属
の
う
み
た
か
は
、
最
大

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

村
岡
史
朗
）
は
５
月
３
１
日

け
た
特
別
公
開
と
、
会
場
に
来
場
し
た
見
学
希
望
者
に
向
け
た
一

待
機
列
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

同
士
で
使
用
さ
れ
る
伝
統
的
な
通
信
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
手
旗

乗
艇
を
待
つ
間
、
乗
組
員
に
よ
る
「
ラ
ッ
パ
吹
奏
」
や
、
艦
艇

信
号
、
モ
ー
ル
ス
信
号
と
も
呼
ば
れ
る
発
光
信
号
の
披
露
も
行
わ

れ
、
来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
。
他
に
も
、
柏
崎
市
上
空
に
敵
の

自衛隊新潟地方協力本部

ピ
シ
ッ
と
振
る
姿
が
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
て
印
象
的
で
し
た
。」

た
。
来
場
者
は
皆
真
剣
な
表
情
で
展
示
を
見
守
り
、
艇
長
か
ら

来
場
者
は
「
手
旗
信
号
を
目
の
前
で
見
ま
し
た
。
旗
を
素
早
く

は
、
艇
長
自
ら
指
揮
を
執
り
、
レ
ー
ダ
ー
で
敵
を
感
知
し
そ
の
方

な
ど
と
、
感
想
を
語
っ
た
。

る
と
、
見
学
し
て
い
た
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

新
潟
地
本
は
、「
今
後
も
艦
艇
広
報
を
通
じ
、
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
を
深
め
志
願
者
獲
得
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

般
公
開
を
行
っ
た
。
来
場
者
は
２
日
間
合
わ
せ
て
約
２
，２
０
０


